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旧韓未の私立学校における日本語教育  

稲 葉 継 雄  

はじめに  

旧韓末私立学校の日本語教育に関して李嵩珪は，1949年刊の著書『朝鮮教育  

史』で，楽真義塾・興化学校・中穂義塾・普光学校などにおいて日本語が教え  
（】1  

られたことを指摘した。その後の韓末教育史関係の著書・論文も，こと私立学  

校の日本語教育に限っては李嵩珪の叙述を大幅に超えるものではなかったが，  
（Z）  

最近漸く，未秀雄によって大きな進展がもたらされた。先の一連の論文は，  

『皇城新聞』や『大韓毎日申報』から多くの事例を抽出し，その時期的な推移  

を提示するなど示唆に富んだ労作である。しかし，そもそも私立学校のみに焦  

点を絞ったものでほないだけにまだ目が粗いという感は否めず，主たる依拠資  

料である『皇城新聞』『大韓毎日申報』にLても，悉皆調査にまでは至ってい  

ない。そこで本稿の日動は，端的にいえば朱秀雄論文の私立学校関連部分をさ  

らに一歩深めるところにある。ただし，本稿で扱う私立学校は，日本人あるい  

は日韓有志が設立した「目語学校」を除いたもの，換言すれば，韓国人自身が  

設立した学校およびキリスト教系私立学校である。   

ちなみに，学部次官俵孫一は，日韓併合直前の「地方民心ノ新教育二対スル  

意響」を次のように述べている。  

独ソ普通学校ノミニ」上ラズー般私立学校二於テモ日語ヲ課セサル時ハ入学者  

ヲ得ルニ困難ナルニ至レリ夫ノ平安両道ノ如キ耶蘇教ノ勢力盛ニッテ且排日思  
想三富メリト称セラル、地方二於テモー般私立学校卜耶蘇教学校トニ論ナク尚  

日語ヲ課シ以テ生徒及其父兄ノ希望二副ヒ居レルモノ、如シ現二平安北道寧辺  

ノ某私立学校二於テノ＝、旦課シタル日語ヲ廃シタル結果生徒ハ同盟退学ヲ為シ  
、；ヽ  

頑迷ナル学校関係者モ再ビ日語ヲ課シテ局ヲ結ビタルコトアリ  

また，ある居留邦人が観察した当時の私立学校の状況は次のとおりである。   
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此等の学校は，編狭なる自主的愛国心の養成を以て，教育の第一義と心得，  

生徒に悲壮憤慨なる思想を注入し，独立の歌などと云ふ 排日的歌曲楽譜を作  

り，必ず兵式体操を教へ，削肌を吹いて邑内を練って居た，教科書中にも，大  

韓史，英国独立史，波蘭土戦史，東国歴史，伊大利建国史，世界殖民史，挨及  

史，越岡亡国史，米国史記など，不穏当なる多くは発売禁止になったものを加  

へて居た。   

矛盾して居るのは，ドノ学校も例外なしに，科目として日本語を加へて居た，  

（之れを入れなければ，生徒が釆ぬと云ふ点からでもあった）（如何がはしいゴ  
し1）  

ロの，日本人が，日語教師として僻遠の学校に碑せられて居た）。  

これら日本官民の発言の信憑性如何，すなわち，韓末の私立学校において日  

本語教育軋 上の引用にあるように盛んに行なわれたのか，行なわれたとすれ  

ばその背景にあった要因は何か，を解明するのが筆者の差し当たっての関心で  

ある。  

一 日本語教育の実施状況   

1．いわゆる「日語学校」と目される私学  

日語学校の設立主体は，韓国政府，日本人個人・団体，日韓有志，韓国人個  

人・団体などさまぎまであった。このうち韓国人有志の手になるものは，筆者  

の調査によれば60校にのばる。そもそも日語学校の明確な定義はないが，この  

60校は，校名に「日詔」を冠するもののほか，関係資料から判断して日本語を  

主たる教育内容としたもの，教師陣の全部あるいは中核を日本人が占めたもの  

も広義の日語学校に含めた場合の数である。ここでは詳述を遅けるが，その校  

名・所在地・設立時期などについては，拙稿「旧韓末の日語学校（補遺）」（筑  

波大学文芸・言語学系『文芸言語研究』言語篤171989年12月）および同「旧  

韓末も日語学校モの諸特徴」（筑波大学地域研究研究科『筑波大学 地域研究』  

81990年3月）を参照されたい。   

→方，韓国人の団体である一進会系の諸学校に関しては，「同会が学校を興  
（5）  

し子弟の教育に従事し居るもの実に百余ケ所に達し居れるが……」という記録  

があり，これまた，→進会の親日的性格からして，100余校のはとんどは日語  

学校の範疇に属したものと思われる。   
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＜表1＞ 民間人私立学校  
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出所：孫 仁鉄『韓国人と教育思想』ソウル・教壇社1969年 pp・206～208  

ところで，孫仁鉄は，韓未の代表的な民間人（民族系）私学として＜表1＞  

のような諸学校を挙げている。これが今日の韓国iこおける定説であるが，同表  

中の乙未義塾と洛淵義塾は，筆者の見解では民族系私立学校というよりも日語  

学校とすべきである。というのは，乙未義塾の教育は，日本人鮎貝房之進・与  

謝野鉄幹を中心として運営されたからであり，洛淵義塾は，少なくとも1904年  
（6）  

9月までは「従来日語だけを教授していた」からである。ただし，乙未義塾  

は，日韓有意の設立であるから上述の60校には含まれない。   

また，同じく＜表1＞にある諸学校のうち中楕義塾に私立日語専門永成夜学  

校が，養正義塾に口語夜学講習所が，普成専門学校・大東専修（専門）学校・  

帝亡学校にそれぞれ日詰講習所が開設されていたことを補足しておきたい。こ  

れらの夜学校や講習所は，民族系私立学校に間借りする形で開設・運営されて  

いた日詰学校だったのである。家主たる私立学校の多くが，そのカリキュラム  

の一環として各校各様に日本語教育を行なっていたことは後に見るとおりであ  

る。   

以上述べたように，旧韓末の私立学校の中には韓国人有志の手によって設立  

ざれた日語学校が少なからず存在した。しかもそれらの開設は，保護条約を契  

機として反日的な教育救国運動が盛んに展開される中にあっても経えることが  

なかったのである。一進会系の学校は別扱いするとLても，韓国人の間に日本  

語教育の需要があったことは否定できないであろう。   

2．外国語として日本語のみを教えた私学   

韓国における近代学校の曙矢は，1883年元山に開設された元山学舎（後に元  

山学校）であったという。そして，この元山学舎において日本語が教えら九た   
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ことは，韓国近代教育と日本語との深い結び付きを窺わせるに充分である。   

元山学舎の存在が学界に知られるようになったのは，1974年，慣鍾患によっ  

てであるから，この学校は，それ以前に発蓑されたく表1＞には当然掲げられ  

ていないが，＜表1＞の中にち，外国語として日本語のみを教えた学校がいく  

つかある。以下，便宜上このリストの順に従って論を進めて行こう。   

日露開戦直後の1904年2月23日，「第三国／侵害二依り若クハ内乱ノ為メ大  

韓帝国ノ皇室ノ安寧或ハ領土ノ保全二危険アル場合ハ大日本帝国政府ハ速二臨  

検必要ノ措置ヲ取ルべシ而シテ大帝帝国政府ハ右大日本帝国政府ノ行動ヲ容易  

ナラシムル為メ十分便宜ヲ与フル事。大日本帝国政府ハ前項ノ目的ヲ達スル為  

メ軍略上必要ノ地点ヲ臨機収用スルコトヲ得ル事」を規定した日韓議定書が，  

また同年8月22日には，「韓国政府ハ日本政府ノ推薦スル日本人一名ヲ財務顧  
問トシテ韓国政府二傭昭シ財務二関スル事項ハ聡テ其意見二兎ヒ施行スへシ」  

「韓国政府ノ、日本政府ノ推薦スル外国人→名ヲ外交顧問トシテ外部二傭脾シ外  

交二間スル要務ハ総テ其意見二殉ヒ施行スへシ」と規定した第一次日韓協約が  

締結され，韓国の主権は大きく制約されることになった。これを契機として起  

こったのが，いわゆる教育救国運動である。義正義塾がこの運動の初期に設立  

されたことは事実であり，したがって，「救国教育運動における私立学校の設  
（7）  

立は，一九○五年二軋 厳桂益によって創設された義正義掛こはじまる」とい  

う見解さえある。だが，反日的色彩を強く帯びた教育救国運動の中にあって，  

義正義塾が重要な教科目のひとつとしたのは日本語であった。その理由は，厳  

柱益「先生は，光武八年（1904年一稲葉註）九月，逸早く西欧文化を受入れ  

東洋において比較的進んでいた日本に行き，軍事および教育制度を遍く視察L  
（8）  

て……おおいに感銘したところがあった」からだという。厳柱益が日本語教育  

にいかに熱心であったかの証明として，1907年11月22日付の『大韓毎日申報』  

は，日本語のみを学ばせるのは偏見だと彼の教育方針を批判するコラム記事を  

載せているはどである。   

私立漢城法′学校ほ，『皇城新聞』1905年1月16日付の学員募集広告によれ  

ば，夜学として法学専門科目を，昼学として予備普通科目を教授する学校であ  

ったが，その予備普通科目のひとつが日語であった。  

1906年5月に設立された明新女学校は，その後明新高等女学校，淑明高等女  

学校と名を変えたが，日本語教育の姿勢ほ一貫していた。これは，そもそも設  

立者厳妃に，明新女学校において学習院をモデルとする日本式教育を施すとい  
う意図があり，それに基づいて日本人女教師が招哨されたからである。このよ   
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うな教師陣の構成と明新女学校の教育内容との関連について『淑明七十年史』  

は，「予め定められた科目に従って教師を招聴できるのでほなく，招照された  

教師の専攻に応じて科目が決定される事例もまた，初期の臨終であった。実業  

科目の比重が大きいことや日本語が入ることになったのは，そのような理由か  
It・・  

らである」と記している。   

小学校・中学校・専門学校を連結する普成学園構想の最初の学校として1905  

年2凡 普成小学校が開校された。同校は尋常料と高等科から成り，高等科に  

おいて日本語が教えられたことが確認される。同年5月25日付の『皇族新聞』  

に「私立普成学校長金重燥」の名義で「本校ほ，尋常科卒業生を教授するため  

北署梅洞の前中枢院に設置し，学徒を募集する……教科 読書・作文・習字■  

日語・算術・理学科大綱・地誌・歴史・体操・図画，年齢 十四歳以上二十歳  

以下」云々とあるのがそれである。   

一方，普成小学校より約1年半遅れて1906年9月に開校された普成中学校で  

も，当初，教科冒に日詰が含まれていたが，それは間もなく中止されたようで  

ある。というのは，1907年9月10日付の『大韓毎日申報』に「再昨夜，普成中  

学校で講師諸氏が会を開き，法律専門学校と中学校に日語一科程を添入するこ  

とを決議した」という雑報記事があるからである。こうして，普成中学校の日  

本語教育は復活した。この新聞報道を額面どおりに受けとれば，講師たちが自  

主的に復活させたかのようである。しかし，その実は，「1907年9月から日帝  
（10）  

の圧力によって日語が教科目に入ることになった」といわれている。   

南宮穏が江原逆襲陽に設立した呪山学校は，当初の入学者だけでも146名と，  

僻遠の地にありながら当時としてほかなり規模の大きな学校であり，東国歴史  

・大韓地誌・算術および口語を教科目とした。閉校当時の状況は1906年9月26  

日付の『皇奴新聞』に報じられており，同紙同年11月5日付には，これら4科  

目の試験結果が掲載されている。  

1905年10月，愛国啓豪・教育救国運動の中心的担い手であった学会の第1号  

として西友学会が組織された。この西友学会が同年11月に開設したのが西友師  

範学校である。1905年11月という西友師範学校創立時期は，同校の後身である  

光新中・商業高等学校の主張するところであり，したがって『光新七十年史』  

は1975年に発刊されている。く表1＞に西友師範学校の設立が1907年とあるの  

は，西友学会の機関誌『西友』第2号（1907年1月発行）に「師範速成科夜学  

校」の学徒募集広告が出ているところから，これを西友師範学校の開校と解し  
たものと思われる。それはともかく，この学徒募集広告でも教育内容が算術・   
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地誌・歴史・法律・物理学・教育学・英語・日語・作文となっているように，  

西友師範学校では，外国語として英語と日本語が教えられた。  

‘Jところが，1907年11月に「師範速成夜学校を改編して新たな教育体制を整え  
（11）  

た」といわれる西友学校でほ，外国語は日本語だけとなった。『西友』第12号  

（1907年11月発行）に掲載された西友学校学長募集広告に「外国語（日詰）」と  

明記されている。その理由は不明であるが，英語が消滅した点はおおいに注目  

されるところである。   

一九1905年11月，西友学会の発足から遅れること1ケ月にして浜北興学会  

が設立され，同会によって1907年1月，漠北義蟄が開設された。「この漢北義  

塾も，教師養成を目的とする速成講習所であり……教科日や学生活動の内容  
、∴∵  

も，前述した西友師範学校とほとんど同様の学校であった」という。  

1908年1乱 西友学会と漢北興学会が合併して西北学会が成j乙 同時に，西  

友学校と深北義塾を合して西北協成学校が発足した。この西北協成学校で教え  

られた外国語も日本語だけである。ちなみに『光新七十年史』は，西北学会・  

西北協成学校設立の時期を1907年7月としているが，これは，当時すでに西友  

・摸北両学会の実質的な統合がなされていたという意味であろう。   

西北学会はまた，西北協成学校に付設する形で1910年「秋期から講習所を開  
（13）  

き，物理化学生理法律目詔等課を夜学で教授する」ことに∴なっていた。しか  

し 同年9月中旬には西北学会自体が総督府によって強制解散に追込まれたの  

で，この講習所は，結局開設されなかったか，開設されたとしてもごく短命で  

あった。   

参考までに，＜表1＞において西北学会が設立したとされている五星学校  

は，実は西北協成学校である。西北協成学校が廃校され，五星学校として再出  

発したのほ1910年10月であり，これが今日の光新中・商業高等学校である。   

鳳鳴学校に関しては『大韓毎日申報』1910年3月14日付に学員募集広告があ  

り，試験科目が国漢文・日語・算術四則とされている。日語を教科目としたと  

いう記録は見Ⅲしえないが．入試科目に日語が含まれていたことは，入学後口  

語教育が行なわれたことを芥巨測させるiこ足る。   

長薫学校は，1907年4月26日付の『皇城新聞』に「本校法律日語夜学設始顧  

学歳員来議」という広告を出しているところから，日本語を教えたことが明ら  

かである。   

親潮興学会の畿湖学校は，学会が設立した学校という意味でも，教師養成を  

主眼とした点でも，前述した西友学会の西友師範学校．漢北興学会の漢北義塾   
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と軌を一にする。畿湖学校の外国語科目は，1908年6月の開校当時公表された  

課程表では単に「語学」とされているが，『畿湖興学会月報』第3号（1908年  

10月発行）に掲載された教師およびその担当科目一覧によって，それが日語で  

あったことが確認される。このように表向きは「語学」あるいほ「外国語」，  

実際には日語という例は，叡湖学校の他にも少なくなかろう。   

さらに興味深いのは，読湖学校の設立に際して「日語ほ除き，相当の科程で  
＼‥  

教授すれほ中学徒でも数千名を募集することができる」という見解があったこ  
とである。しかし，結果的に日語ほ教科目として採用された。これは，敢湖興  

学会内部において日本語の効用を認める意見が大勢を占めたからに他ならな  
い。   

畿湖学校tま，日韓併合直後の1910年9月隆幣学校を合併，同年11月，名を中  

央学校と改めた。今日の中央中・高等学校の前身である。   

今日の同権女子大学の直接の母体となったのは，＜蓑1＞にある李我先の同  

行女子義塾ではなく，遁東根が1908年4月に創立した東榎女子義塾である。東  

媛女子義塾は，1909年4月，そのころ経営不振に陥っていた同徳女子義塾（設  

立者李戟克）を吸収したれ これを契磯に校名は同徳を採用した。この同徳女  

子義塾が日本語を教えるようになったのは，1910年4月，修業年限1年の高等  

速成料を別屈して以来である。そもそも題東植は，「民族意識を注入し排日思  
（15）  

想を育まねばならないという決心」をして学校経営に乗り出したといわれる  
が，排日思想と一見矛盾する日本語教育は，高等速成科の毎週教授時数27時間  

中4時間，つまり国語（5時間）に次いで大きな比重を占めたのである。   

以上，＜表1＞についてみてきたが，筆者としては仏教系の明進学校も，今  

日の東国大学の母体となったという意味で代表的民族私学のひとつに加えた  
い。明進学校は，1906年5月の開設当初から日本語を教科目に採用しており，  

「むしろ短期課程の補助科が人気があり，日語など新学問に関心をもって数個  
（16）  

月間在学した学生の中から人材が多数輩出した」という。1910年4月には，そ  

れまでの2年課程および短期の補助料から3年制り師範科と1年制の随意科を  

有する仏教師範学校へと改編されたが，日本語重視の教育体制に変化はない。   

このはか，韓末の新聞を仔細に検索すると，日本語を教科目とした私立学校  

が数多く見出される。これを列挙すれば次のとおりである。（校名の次に（仮）  

とあるものは，正式校名でほなく，記事の内容を掛酌して筆者が便宜的に付け  

た名である。また日付は，当該学校において日本語を教えたことが確認される  

記事の初出を示し，「皇」は『皇城新聞』の，「大」は『大韓毎日申報』の略で   
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ある。これらの点ほ，後掲のリストlこついても同様である。）   

ソウル両署鋼明 細泉夜学校（後に漢陽学校）（皇1899．4．22）   

ソウル西門外蛤洞 照崖義塾（皇1899．12．1）   

鍾城郡 踵城小学校（皇1900．8．22）   

鏡城 碓柱鏡の私立学校・こ仮）（皇1901．1．29）   

温陽 日漢文学校（皇1904．6．18）   

開城 中京義塾（後に孟東義塾〕（皇1905．5．25）   

豊川郡 豊川郡私立学校（皇1905．5．30）   

ソウル 普明学校（皇1905．6．17）   

平壌 弘徳学校（皇1905．7．4）   

沃川 進明学校（皇1905．8．18）   

尚州郡 姜倍憲の私立学校（仮）（皇1905．臥28）   

ソウル西小門内 海崖学校（大1905．12．10）   

ソウル 金壷焼の私邸学校（仮）（大1906．2．16）   

ソウル南署履洞 東亜閑進教育会夜学（皇1906．3．5）  

恩津郡 加水学校（皇1906．3．7）  

恩津郡 普明学校（皇1906．3．9）  

祥原郡 新盛学校（皇1906．3．16）  

端川郡 維新学校（皇1906．3．19）   

ソウル両署南松l呪 進明義塾（皇1906．4．12）   

ソウル 季容植の私邸学校（仮）（大1906．4．1釦  

博川郡 博文学校（皇1906．4．19）  

思川郡 敏明学校（皇1906．4．28〕   

ソウル 国民教育会法学講習所（皇1906・5・8）   

ソウル碑洞 普信女学館（大1906．5．25）  

ソウル北署花開洞 日■斯学校（大1906．6・1）  

南陽郡 洪益善の私邸学校（仮）「皇1906・6・5）  

ソウル中署長通坊 永進義塾（普興新塾の後身）（大1908・6・20）  

金海郡 金海郡私立普通学校（皇1906．6．25）  

ソウル西署玄石里 玄成学校（大1906．7．6）  

広州 広輿学校（皇1906．7．16）  

公州 明化学佼（皇1906．7．17）  

光州 農工普通学校（大1906．7．31）   
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沃川郡 仁明学校（米案学校の後身）（大1906．8＿3）  

公州郡 鳩山学校（大1906．8．10）  

ソウル山林洞 光明学校（後に永進義塾と合併して杷成学校）（大1906．   

8．26）  

ソウル西署弼雲台 弼雲台夜学講習所（仮）こ大1906．9．1）  

ソウル中署枇杷洞 永進義塾（皇1906．9．17）  

公州 育英学院（皇1906．9．21）  

石城郡 三山学校（皇1906．10．2）  

ソウル西署奉常司洞 同済学校（大1906．10．11）  

大坪 私立大郎師範学校（帝国新聞1906．10．30）  

仁川 済寧学校（大1906．11．1）  

安峡郡 安明学校（皇1906．11．1）  

ソウル同済学校内 賛文学校（皇1906．11．6）  

ソウル 東東学館（皇1906．11．23）  

水原 明化学校（皇1906．11．26）  

江東郡 遂明義塾（皇1906．12．13）  

ソウル西署薬眼 光興学校（大1906．12．20〕・  

ソウル 広信商業学校（皇1906．12．25）  

ソウル往十里 旺新学校（皇1906，12．31）  

龍渾郡 全明義塾  
康津郡 金陵学校  
通川郡 敏明学校  
水原 須成学校  
南陽郡 養性学校  
三和府 又斯学校  

（皇1906．12．31）  

（皇1907．1．9）  

（皇1907．1．23）  

（皇1907．2．4）  

（皇1907．2．16）  

（皇1907．2．22）  

ソウル西署巡洞 巡洞私立小学校（大1907．2．28二）  

白川郡 永明学校（皇1907．3．1）  

ソウル ー成義塾（皇1907．3，8）  

平壌 養成学校（大1907．3．13）  

ソウル両署苧洞 響監学校（後に警察専門学校）（皇1907．3．27）  

伊川郡 天主教会学校し仮）（皇1907．4．23）  

東栄 三栄学校（大1907．5．4）  

ソウル 芝山学校（大1907．5．21）   
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順安郡 順安学童（大1907・5・28）  

ソウル北署梅洞 同志研究学舎（大1907．6．29）  

ソウル北署掌苑署橋 諌数院（大1907．8．24）  

永柔郡 羅翰桐の私設学校し仮）（大1907．10．11）  

ソウル尚洞 正則ML夜学校（大1907．11．2）  

昌城郡 日新学校（大1907．11．15）  

平壌 東砲倭船倉労働夜学し阪）（皇1907．11．29）  

開城郡 培義学校（大1907．12．14）  

ソウル夜珠岨 広奥義塾（大1907．12．29）  

ソウル北署楼閣洞 信明学校（大1908．1．11）  

金海郡 朝陽義塾（大1908．1．31）  

ソウル西署青坂下馬碑洞 広成学校（大1gO8．2．6）  

中和 達明学校（大1908．2．6）  

平壌 新日学校（大1908．2．11）  

ソウル新門外平洞 華東夜学校（大1908．2．19）  

全州 進明夜学校（大1908．2．26）  

ソウル四部貞洞 開進学校（大1908．4．2）  

ソウル南門外 労働夜学全学校（仮）（皇1908，4．4）  

魯城郡 龍山学校（皇1908．4．5）  

奉化郡 朝陽学校（皇 ユ908．4．29）  

通津 扮ナム学校（大1908．5．9）  

北育 普成学校（大1908．5．10）  

延安郡 照明夜学校（皇1908．5．19）  

ソウル三清洞 法済講習所（大1908．5・20）  

華川郡 私立華東小学校（皇1908．5．28）  

東英 明正学校（大1908．6．6）  

ソウル 教化義塾（大1908．6．17）  

ソウル青放下馬碑洞 文昌学校（孔徳里広成支校の後身）（皇1908・7・2）  

楚山郡 普通時務学校（皇1908．7．2）  

ソウル 三山義塾（大1908．7．7）  

ソウル 威南夜学校（大1908．7．14）  

ソウル 斎東義塾（大1908．7．29）  

恩津郡 論山学校（皇190乱8．16）   
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東栄 育英学校（大1908．8．25）   

ソウル大安洞 光東学校（大1908．9．4）  

鋲粛清 基啓三崇学校（大1908．9．10）   

ソウル 養源学校（皇，大1908．9．25）  

水原 普明義塾（大1908．9．25）  

平壌 平壌師範預備講習所（皇1908．10．3つ・  

ソウル丙小門 専門講習所（大190臥10．16）  

ソウル 安頓奨学社（皇1908．10，22）  

ソウル南部詩洞 進明学校（大1908．10．25）  

ソウル北部安幌 別量日語講習所（大1908．10．27）  

通津 況陽学校（大1908．10．30）  

ソウル南部撃洞 光商学校（大1908．10．30）  

加平郡 普成学校（大1908．11．1）  

瑞興郡 黍昌測量学校（大1908．11．11）  

麻浦 普明夜学校（大1908．11．22）  

茂束郡 茂成学校（大1gO8．11．25）  

ソウル 湖南学会日語算術夜学（皇1908．11．29）  

ソウル中部河橋 隆昌講習所（大1908．11．29）  

江界郡 清原商務学校（大1908．12．2）  

ソウル北部粛洞 測量新塾（大1908．12．4）  

白川郡 白川労働夜学（仮）（皇1908．12．15）  

ソウル西大門外縁洞 親陸夜学校（大1908．12．16）  

平山郡 永豊学校（大1908．12．19）  

ソウル普成中学校内 数語学院（皇1908．12．20）  

原州郡 原州郡労働夜学校（仮）（皇1909，1．7）  

ソウル 共成学校（大1909．1．9）  

義州 一成夜学校（皇1909．1．9）  

黍仁郡 禾湖夜学校（大1909．1．13）  

ソウル西署陽洞 光成学校（皇1909．1．26）  

甲山郡 普新学校（皇1909．1．29）  

元山 徳源元山港労働夜学校（大1909、2．7）  
ソウル進明学校内 簿記日語奇習所（皇1909．2．20）  

ソウル安洞 口語算術夜学塾（仮）（大1909．3．16）   
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ソウル中部校洞 東奄美塾（皇，大1909．3．16）  

ソウル東部賽橋 常束義塾（大1909．3．18）  

ソウル洞口内 養源義塾（大1909．4．4）  

ソウル尚洞教堂内 新醍夜学校（大1909．4．8）  

適川郡 通明学校（皇1909．4．16）  

ソウル西門外阿岨 進明講習所（大1909．4．29）  

陰披郡 通明学校（皇1909．5．12）  

ソウル安洞 昌東義塾（皇1909．5．14）  

忠州 普興義塾（大1909．5．26）  

根山郡 根山夜学校（仮）（皇1909．6．8）  

ソウル中部相思洞 ≡興学校（皇1909．6．27）  

ソウル 関東学会日詰養蚕料（仮）（皇1909．6．30）  

ソウル 大帝旅魔夜学講習所（仮）（皇1909．7．1）  

ソウル短絡広耳洞 専門講習所（大1909．7．22）  

順安 李和英の私設夜学校（仮）（皇1909．7．23）  

秩川 海明学校（大1909．7．27）  

慈城郡 慈城郡学校（仮）（皇1909．8．8）  

大開 女子日漢文講習所（大1909．8．12）  

芙江 美江夜学校（仮）（皇1909．8．13）  

ソウル丙大門 新興蚕業講習所（後に新興農業講習所，さらに隆興農林講習   

所）（旦1909．8．27）  

龍南郡 龍南郡夜学校（仮）（皇1909．9．28）  

ソウル新門外 西隣夜学校（大1909．10．19）  

洪川郡 広成義塾（皇1909．10．22）  

密陽郡 城内労働夜学校（皇1909．10．29）  

種目」普興学校内 夜学講習所（皇1909．11．4）  

校  

校  

校  

（大1909．12．23）  

校  

校  

所  

茂朱郡 明倫学  

龍岩浦 寵成学  

牙山部 日新学  

瑞興 新興学校  

懐仁郡 道明学  

江西邑 閤天学  

義州 義州講習  
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扶余 扶輿学校（大1910．2．13）   

金川郡 広盾学校（皇1910．3．3）   

常頃郡 常頃郡夜学校し仮）（大1910．4．1）   

林川郡 林川郡労働夜学校（仮）（皇1910．4．6）   

ソウル北部斎洞 斎東講習所（大1910．4．17）   

ソウル中部中麻洞 研精堂（大1910．5．4）   

新義州 崖栗斗らの夜学（仮）（皇1910．5．12）   

載寧郡 左粟藍瀾講習所（皇1910．6．1）   

白川郡 白川郡師範講習所（皇1910、6、12）   

義州 克明学校（大1910．8．5）  

ここで，上のリスト車のいくつかの学校について若干補足説明を加えておき  

たい。   

普明学校は，『皇城新聞』1905年6月17日付における同校の外国語科目が日  

語だけであるので上掲リストに収録したが，教師としては英法語教師もいたと  

ころから，その後英語やフランス語が開設された可能性もある。   

新盛学校（皇1906．3．16）は，「女孝一課を増設」した男女併草し文字どお  

りの共学ではない）の学校であった。この点，講数院（大1907．8．24）も同様  

で．学科は，夜学科（算術・数学・日語）と昼学婦人学科（算術・日語）の2  

蕃立であった。当時，男女をともに収容した学校は短めて稀であったが，日本  

語を教えた私立学校の中に男女併学校があったことは注目してよい。   

西友学会，浜北興学会，この両者を合した西北学会，さらには畿湖興学会と  
いった愛国啓蒙団体と日本語教育との関連については上述したとおりである  

が，上のリストの中にも，愛国啓蒙団体が設立し日本語を教えた学校がある。  

国民教育会法学講習所（皇1906．5．8），湖南学会日語算術夜学（皇1908，  

11．29），通明学校（皇1909．4．16 興士団通川支部設立），関東学会日詰養蚕  

科（皇1909．6．30）がそれである。これによって．愛国啓蒙団体が，反日的  

でほあっても日本語そのものを排斥するものでは必ずしもなかったことが証明  

されるであろう。   

普信女学館（大1906．5．25）は，その開設時期，所在地（ソウル碑洞），日  

本人教師陣（淵沢・村井・井出），教科目（修身・日語・算術・造花・編物・  

青菜・体操・国漢文・習字など〕，教育対象（韓国士族女子）がすべて前述の明  

新女学校と一致する。すなわち普信女学齢も 明新女学校という正式校名が決   
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まるまでの暫定呼称だったのである。   

広信商業学校（皇1906．12．25）と清源商務学校（大1908．12．2）は，その  

名のとおり商業学校であり，外国語としてほ日本語だけを教えた。この事実  

は，「尚洞の私立光成商業学校では，外国語として日本語と中国語を教えてい  

た。これを見ると，商業学校では中国語を必須的な外国語として教えていた事  
1ミ11  

がわかる」という見解に反することになる。商業学校における外国語は，日本  

語のみのほか，後に触れるように日本語と中国語，日本語と英語など′ミラニチ  

イ一に富んでいたのである。   

天主教会学校（皇1907．4．23），培義学校（大1907．12．14），基督三崇学校  

（大1908．9．10）はキリスト教系の学校であり，新醒夜学校（大1909．4．8）  

も，所在地がソウルの尚洞教堂内であったところからキリスト教系だったと考  

えられる〕キリスト教系私立学校の外国語は英語だけが→般的ではあるが，こ  

のように日本語だけの場合もあり，次節でみるように英語と日本語の場合もあ  

る。緒言で引用した「一般私立学校卜耶蘇教学校トニ論ナク尚日語ヲ課シ以テ  

生徒及其父兄ノ希望二副ヒ居レルモノ、如シ」という俵孫→の発言も，あなが  

ち荒唐無稽とはいえないのである。   

以上，外国語として日本語のみを課したことが明らかな学校についてみてき  

たが，恐らくほこれと同顆であったろうと思われる学校も，次に掲げるように  

32校にのぼる。これら已ま，日本人教師がいたこと，学校の賛成長（後援会長）  

が日本人であったこと，入試科目に日本語が含まれていたことなどにより，日  

本語を教えた可能性が極めて高い。  

ソウル 私立鉄道学校（皇1901．10．5）   

蔚山郡 開進学校（皇1905．7．29）   

利川郡 明東学校（皇1906．2．14）   

鵡川郡 維新学校（皇1906．2．27）   

仁同郡 朴重板の私立学校（仮）（皇1906．3．16）   

熊川郡 開通学校（皇1906．4．10）   

活道郡 開明学校（皇1906．5．7）   

款谷郡 欽谷郡私立普通学校（皇1906．6．23）   

国城郡 普明学校（皇1906．8，3）   

義城 聞霹学校（皇1906．8．7）   

城津郡 日進義塾（皇1906．8．16）   
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舌旦那 匡和学校（大1906．8．23）  

成興郡 柳乗護らの私立学校（仮）（大1906．10．19）  

安辺郡 普通明進学校支校（大1906．12．21）  

漣川郡 日新義塾（皇1906．12．27）  

祥原郡 祥雲学校（大1907．3．27）  

全州郡 鳳和学校（大1907．4．17）  

亀城郡 維新学校（皇1907．6．15）  

延安郡 道明小学校（大1907．8．10）  

永柔郡 李花学校（大1907．9．24）  

大雄 養成女学校（大坪女子学校の後身）（大1907．12．24）  

ソウル 淑刑女学校（漢城女学院の後身）（皇1908．2．28）  

鋲安部 文明学校（皇190モ～．5．16）  

安義郡 安義郡立学校（大1908．8．12）  

広州郡 僕山学校（大1908．10．9）  

開城郡 江南学校（皇1908．12．1）  

忠州 通明学校（大1909．2．5）  

草渓郡 開進学校（大1909．9．25）  

搬興部 私立戒興高等学校（皇1910．1．1射  

水原郡 普明学校（皇1910．1．28）  

ソウル桂洞 普異学校（皇1910．3．25〕  

宝城郡 李菜磯らの私設学校（仮）（皇1910．8．12）   

3．英語などとともに日本語を教えた私学・   

英語・中国語（当時の呼称は漢語あるいは清語）などとともに日本語を教え  

た私学iこついても，便宜上まずく表1＞に沿ってみていくことにしよう。   

輿化学校は，＜表1＞では1895年に設立されたことになっている。しかし，  

正確な開設時期は1898年11月とみるペきである。『皇改新聞』の1898年10月24  

日付に「興化門前上園洞において私立学校を設立するが，発起人は閉泳煩，林  

柄亀．韓宇，部喬諸兄」云々と，興化学校の発起を報じた雑報記事があり，翌  

10月25日から11月4日まで適日，生徒募集広告が出されているからである。   

この生徒募集広告によれば，興化学佼の教科日は英語・算術・地誌・歴史・  

作文・討論・体操，すなわち外国語ほ英語だけであった。ところが，『皇城新   
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聞』1905年2月18日付智こ掲載された生徒募集広告では，新たに日詰が加わって  

いる。興化学校は，この年3月から，それまでの英語と並んで日本語も教える  

ようになったのである。この間，開泳燥は，当代随一の政治家として日露開戦  

（1904年2月）置後の事態に備えるべく「侍禦十策」を提唱し，その中で「門  

戸を開放して外国と交際するが，日本とロシアの授時政策を警戒すること」を  

主張している。これを勘案すれば，興化学校は，設立者閏泳燥の対日警戒心を  

跨まえつつ日本語教育を開始したものとみられる。なお興化学校は，1910年7  

月に至って日詰夜学科を特設，日本語教育をさらに強化している。   

中梼義塾Eま，当初′ 時務学校と称したようである。『皇改新聞』1900年11月  

1日付に，時預学校を改名して中橋義塾とした旨の雑報記事がある。以下，  

『皇奴新聞』に依りながら時務学校・中徳義塾の外国語教育の変遷を遇うと，  

1899年8月28亡ヨ付に関連記事が初めて登場し，時務学校は「日詰課を添入して  

学員を増集する」とある。続いて，中橋義塾となった後の1902年12月23日に  

は，「学務を拡張するため，まず英語教師は英人領布栄氏を延嘱することに議  

定した」ことが報じられており，1903年1月7日付によれば，外国語ほ日・英  

語となっている。その後，日語特別課の設置を報じた1906年3月27目付雑報に  

よって日本語教育拡充の姿勢が窺われ，現に，同年9月3日付における教育体  

制lも 日語および普通学の昼学科と夜学日語速成科とされている。これ以後  

も，外国語は日語のみである。つまり中橋義塾は，1899年9月に日本語教育を  

開始し，1903年から日・英語並行体制となったものの，1906年9月には再び日  

永語だけを教えるようになったのである。   

牛山学校に関してほ，1906年7月10日付の『大岸毎日申報』に，尋常料卒業  

式に際して歴史・地誌・日語・算術の問答を行なったという記事があり，牛山  

学校尋常科の語学は日語だけだったことがわかる。一方，ある先行研究によれ  

は牛山学校は，「英語を主として数え，韓国の英語教育に寄与するところが大  
∴「  

きかった」学校のひとつであるという。これらの情報を総合して本稿では，牛  

山学校は日本語も英語も教えたとしておく。   

青年学院は，聖書を重要な教科目とするれっきとしたキリスト教系私立学校  

であったが，外国人宣教師によって設立されたいわゆるミッション・スクール  

ではないので，民族系私学として＜表1＞に収録されたものと思われる。この  

真にあるソウルの青年学院に関しては，『皇城新聞』1907年9月4日付に，「本  

院においてかつては中学科に英語のみ兼授していたが，今学期からは日語を増  

授して，英語に中学科を兼授する料ほ英文学科と称L，日語に中学科を兼綬す   
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る料は日文学科とナる」とある。すなわち青年学院中学科は，開設以来外国語  

として英語のみを課していたが，1907年9月に至って英文・日文の2学科を置  

くようになったのである。ただし，ソウル青年学院が日本語教育に着手したの  

ほこれより早い。『大韓毎日申報』1906年11月16Eミ付iこ青年学院内日語夜学講  

習所の学生募集広告が出ているからである。改めて整理すると，青年学院ほ，  

付設の日語夜学講習所において日本語教育を開始し，次いて，本体たる中学科  

においても日本語を採用したことになる。ちなみに，当時のソウル青年学院院  

長，付設日語夜学講習所所主は，いずれも柳一畳であった。柳は，日語学校の  

代表格であった京城苧堂（大日本海外教育会設立）で7年にわたって堂長を務  

めた渡瀬常吉の一番弟子ともいうべき人物である。   

青年学院は，平熱こも設立された。1905年10月24日付の『皇城新聞』によれ  

ばこの学校ほ，発足当初から，聖書・英語その他を教科目とし，口語専門夜学  

が併設されていた。   

光成実業学校の前身は光成商業学校であり，そのまた前身は光成学校と称し  

た。1900年2月5日付の『皇城新聞』に，光成学校を党成商業学校へと校名お  

よび学科を改定し，商業関係諸学料のほか日・清岡語を教授する旨の広告が出  

ている。なお，光成商業学校が光成実業学校となったのは1907年3月のことで  

あり，これからしても，また上掲『皇城新聞』記事からしても，＜蓑1＞の光  

成実業学校設立年（1905年）はおかしい。   

普成専門学校は，法律学・理財学の両専門科を以て1905年4月に発足した  

が，関学に際しての学生募集広告に「右各種専門科外に外国語学一料を特設附  

罵する」ことが謳われており，実際には，両専門科第1学年に日本語が課され  

た。その理由は，「大部分日本留学生によって教授・陣が構成されたこと，学制  

も日本のものを模倣したこと，教科書も主として日本人の著書を和訳編輸した  
し・、  

ことなど当時の事情から推して，学生の日本語知識が要望されたから」であ  

る。しかし，教授上の便宜のために設けられていたこの日本語科目ほ，その後  

間もなく廃止された。普成専門学校において日本語が復活するのは，1907年9  

月，日本側の圧力によってであったことは，普成中学校をめぐって先にみたと  

おりである。普成専門学校は，その後1910年3月に「普成大学」構想を打出  

し，結果的には翌4月，専門学校のまま商学科を新設することになった。この  
商学科の外国語は日語・英語・清語である。このように3つの外国語を採用し  

たのは，「当時の現実的な国際情勢を反映するものであり，国際通商を展望し  
∴11  

た措置であった」という。「当時の現実的な国際情勢」といえほ，日韓併合を   
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直前にして日本の圧力がいよいよ露骨化していたのであるが，これに対抗して  

普成専門学校は，外国語教育の多辺化を図ったのではないかと考えられる。   

普成専門学校に触れたついでに，ソウル南署苧洞の普成学校についてみてお  

こう。この学校は，あるいは普成学園の一角を成したのかも知れないが，普成  

専門学校・普成中学校とは所在地が異たり，複数あったといわれる普成小学校  

とは教育の内容・水準が異なる。『大韓毎日申報』1905年12月9日付によれば  

両署苧洞の普成学校は，従来の日語夜学料に加えて英語昼学科を新設してい  

る。   

微文義塾の前身は広成義塾といい，当初，この学校の外国語は日本語だけで  

あった。というのは，『大韓毎日申報』1906年2月8El付に，英語商業科の加  

設に伴う学員募集広告が出ており，昼学科目が読書・作文・日語・算術，夜学  

科目が英語・商業とされているからである。広成義塾は，1906年7月末，徽文  

義塾となった。このときも，外国語は日本語と英語であったろうと思われる  

が，それがはっきりするのほ，『皇城新聞』1907年7月26日付に掲載された微  

文義塾第2国学員募集広告においてである。これによれば，中学科および預備  

科の教科目に語学（英・日）が含まれており，さらに語学（英・日随意）は，  

中学科の入試科目のひとつでもあった。このように広成義塾・徽文義塾の外国  

語は，日本語のみから日本語および英語となり，教科目のみならず入試科目に  

まで加えられるようになったのである。   

『大草毎日申報』1907年1月5日付によれば，中東学校の創立経緯は次のと  

おりである。  

官立漢城漢語学校内に設立した洋語夜学は，昨春，学部の認可を得て関学し  

たが，出席生徒が少ないのみならず諸般の事務が未整備であるため開校式を挙  

行しないままになっていたが，先月，漢語教官柳光烈氏と時の班監陛興模氏  

は，某学員の同意を得て日語学一課を加えて学員を募集したところ，生徒の入  

学が日増しに増えて出府生徒が六十余名に達した。そこで，校務を拡張する  

ため夜学の名称を改め中東学校と命名し，校長に呉世昌氏，漢語教師に釈光烈  

氏，日語教師に朴在粛氏，校監に怪異模氏を選定し，先月廿八日に閉校式を挙  

行した。  

記事の日付からして文中の「昨春」は1906年春，「先月」は1906年12月であ  

る。すなわち中東学校は，1906年春に開設された漢語夜学に，同年12月，日語   
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を加えることによって成立したのである。なお，「夜学の名称を改め中東学校  

と命名し」たとされているが，これは「漢語夜学」の名を改めたことを意味  

し，中東学校は，依然として夜学校であった。中東学校（通称「中東夜学校」）  

ほ，その後1年余り漢語・日語の両科体制が続き，1908年2月に至って初めて  

英語その他を採用している。同年2月11日付『大韓毎日申報』の学員募集広告  

に，教科日ほ漢語・日語・英語・簿記・算術とあるのがそれである。しかし，  

この英語は一時的なものだったようである。同年4月以晩 新聞記事にみえる  

中東学校の外国語は漢語と日語だけだからである。一方，教育体制の変化をみ  

ると，それまで夜学校であった中東学校は，1908年9月，昼学科を開設した。  

同年8月25日付『大韓毎日中根』に掲載された昼・夜学学員募集広告がそれを  
示しており，同時に，昼学科の教科員に日語が，夜学科の教科目に日語と漢語  

が含まれていることから日語の比重が増大したことがわかる。しかし，この体  

制も長続きせず，『漢城新聞』（日韓併合後『皇族新聞』を改題）1910年9月8  

日付では再び夜学校に戻っている。   

養間者塾は『大津毎日申報』1906年6月3日付の広告において，一般女子  

を対象とし，語学は「日詰或英語」，つまり日本語か英語の選択制であること  

を明確に謳っている。同じく代表的な民族系女学校であった明新（淑明）女学  

校が，士族女子を対象とし，外国語は日本語のみであったのと好対照である。   

大成学校ほ，＜蓑1＞にある1907年でほなく1908年9月に開校された。詳細  

な教育内容は『大韓毎日申報』1908年10月6日付掲載の生徒募集広告によって  

知ることができ，これによれぼ，預借料・正科（1・2・3学年）を通じ外国  

語科目として日語・英語・清語が開設されている。こ．のように3種の外国語が  

同時に教えられる体制になっていたのもさることながら，さらに興味深いのは  

入試のあり方である。開校を前後Lて2度行なわれた入試では試験科目に外国  

語は含まれていなかったが，1学期終了後の1909年1月に改めて実施された入  

試では，読書・作文・算術・歴史・地誌・物理・生理・植物に加えて英語・日  

語が課された。英語・日語ほ，恐らく択一であったろう。これは，「中学科の  

生徒は以上の科目に関してある程度の知識を持っていなければならないと信じ  
、二  

たからであった。あくまでも中学課程の水準を高めるための措置であった」と  

みられる。ところが，同年8月19日付『大韓毎日申報』に掲載された1学年増  

募広告では，入試の外国語ほ日語だけとなっている。その経緯は詳らかでない  

が，ともかく，中学料の入試科目から英語がなくなったのである。このよう  

に，民族私学の雄として民族意識の覚醒と独立思想の鼓吹を教育目的とした大   
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成学校においてなお日本語が重視されたことは注目されてよい。   

着実学院に関して8ま，1908年9月16日付『大韓毎日申報』に「義州南門外漆  

岨養実中学校」の名義で第3回学徒募集広告が出ており，「料理と規則は京蓬  

洞傲新中学校に同じ」とある。だとすれば義夫学院は，後述する徴新学校と同  

じくキリスト教系の私立中学で，外国語は英語と日本語を教えたことになる。   

以上が＜蓑1＞に含まれている語学校であるが，代表的な民族系私学とまで  

はいえないものの，日本語その他の外国語を教えた私立学校はこのほかにも多  

数ある。次に，それを設立年代順にみていくことにしよう。   

光興学校ほ，『皇城新聞』1898年9月24日付に「光興塾」として初めて登場  

する。このときの外国語は日語および英語であった。ところが，ソウルの教義  
門外尾洞から新門外続洞への移転とともに光興学校として生徒を新規募集した  

『皇城新聞』同年11月3日付の広告によれば，英語はなく，日語だけとなって  

いる。一旦消えた英語が復活するのは，特別夜学科としてである。『皇城新  

聞』1901年6月4日付に「去月三十一日に私立光興学校特別英語夜学科で月終  
試験を行なった」という雑報記事がある。しかし，これまた間もなく廃止され  

たようである。というのは，同紙同年10月21日付の学員募集広告における特別  

夜学科の構成は，日語・算術・簿記の3学科となっているからである。このよ  

うに光興学校における外国語は，日本語が終始一貫したのに対し，英語は開設  

されたりされなかったりしたことが特徴である。  

1899年3月20日付『皇族新聞』に「学科を拡張して学員を募集する」とある  

（したがって，すでにこれ以前に設立されていた）漢蚊義塾ほ，日語を唯一の  

外国語科目とした。この漢城義塾が，同年4月楽英学校となり，5月11日付の  

『皇城新聞』に楽英学校としての紹介記事を載せているが，それによれば，普  

通科の教科日に日語と漢語が含まれている。これに対して，1902年3月10日付  

『皇城新聞』の広告では「工業科および日語科に学員を増募する」とされてい  

る。すなあち，楽実学校における日本語教育体制は，一教科目から目語料へと  

格上げされたわけである。このことから，楽英学校の外国語は日本語主体であ  

ったことがわかる。   

ソウル新門外の大韓運輸会社は，1900年12月10日付の『皇城新聞』に，英語  

と日詰を教える学校を設仇 その卒業生を社員として雇用する旨の広告を出し  

ている。この学校が，運輸会社養成学校である。また，同じく『皇城新聞』の  

1901年10月3目付には，運輸会社養成学校教師李根浩の名で出された日語要員  

増募広告がある。これは，当時の運輸業界において日本語と英語，なかんずく   



稲 葉 継 堆  100  

日本語の需要が大きかったことを物語っているであろう。  

1904年11月15日付の『皇妹新関』に，江華大隊長季東輝（原文では李東障）  

が日費で小学校を設立し，下士兵卒および住民の子弟に地誌・歴史・算術など  

を教えているが，これに，日本に多年遊学し日本語に通じた曹喜一が自陳教師  

として協力を申し出たという雑報記事がある。この段間では，学校の名称も定  

かでなく，菅喜一の協力によって日本語も教えたであろうことが推測されるだ  

けである。これが，1905年2月15日付の『皇城新聞』になると，江華府私立育  
英学校と名乗り，小学・ 普通両科の上に日語・英語両科を特設していたことが  

明らかである。育英学校は，同年5月普昌学校と改名し，翌1906年4月には，  

従来の日詰■英語科に代わって師範学科を開設したが，この師範学科でも，外  

国語科日として日語と英語が教えられた。その後1907年8月から12月まで，普  

昌学校長李東輝ほ日本憲兵隊によって拘禁された。ハーグ密使事件（同年4  

月）と韓国軍隊解散（同年8月）直後の義兵運動に関係した嫌疑の放である。  

普昌学校ほ，このため一旦廃校となったが，李東経の釈放後1908年2月に再建  

された。再建普昌学校の特徴は，第一に，反日救国団体たる秘密結社新民会の  

路線に沿ったものであったこと，第二に，江華邑の中学校を核として江華郡内  

各地に支校としての小学校を設置し，一大学園な成したことである。そして，  

この普昌学校（中学校）の教科目にも日語と英語が含まれていた。なお，前述  

した大成学校も，普昌学校と同じく新民会の傘下学校である。反日救国運動の  

急先鋒ともいうべき新民会が，決して日本語教育そのものを排斥するものでは  

なかったことほ興味深い事実である。   

忠清北道清州郡の清湖学校に関してほ，1906年1月23日付『大韓毎日申報』  

に掲載された学員募集広告に「学課は経史および各種新学問その他農商工実業  

の実地見習と外国語等」とあり，外国語が何語であったか不明であるが，この  

活湖学校が忠北普成中学校と改称して生徒を新規募集することを報じた『皇奴  

新聞』の同年9月5日付には日語・英語と明示されている。忠北普成中学校  

は，ソウルの普成中学校の姉妹校である。   

ソウル南門内にあった広化新塾は，純粋な外国語学校からやがて測量事務所  

へと変質したが，外国語の内容も，時とともにさまざまに変化している。『大  

帝毎日申報』によってその変遷をたどると次のとおりである。   

1906．4．3  日・英・法   

1906．6．5  日・英   

1906．9．6  日・英・慄   
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1906．11．22  日・英   

1908．8．25  日・英  

1908．10，7  日   

すなわち，一貫しているのは日語のみであり，広化新塾では日語教育に最大  

の力点が置かれたことが明白である。しかも，日語ほ昼間教えられ，次いで重  

視された英語科は夜学であった。測量事務所への移行ほ1908年8月から跡付け  

られ，同年8月25日付の記事は，広化測量事務所の看板の元で日語・英語・経  

済・算術の教育を行なうことを報じている。そして，同年10月以降の学科構成  

は，昼学日語科および測量夜学となったのである。ちなみに，この当時多くの  

測量学校が設立されたが，そこにおける外国語ほ，．ほとんどの場合日語のみで  

あった。   

ソウル東署壷洞所在の海東新塾は，『皇城新聞』1906年8月29日付の学員増  

募広告によれは英語・日語・算術・地誌・歴史・法学通論を教科目とし，同紙  

1910年2月20日付雑報でも，日語・英語両学科の補欠生と新入生を多数募集し  

たとある。これによって，正課としての外国語は終始日語と英語であったこと  

がわかる。ただ，この間1909年7月5日から9月5日まで，海東新塾は随意読  

習所なるものを開設しており，そこで提供された科目は日語および物理・化学  

・算数・簿記であった。このことから，海東新塾では員語がより重視されたと  

いうことができよう。   

木浦日新学校については，「税関官吏にして西洋臭味を帯びたる李鐘元氏等  

は有志の賛助を得て木浦日新学校なるものを立て，数十名の生徒を収容して英  

語日語及普通学を授仇 後ち之を私立木浦輿進学校と改称し明治四十一年之を  
∴∴  

公立木浦普通学校に合併せり」という記録がある。この前後の文脈から推し  

て，木浦日新学校の設立年代こま1906～7年であったものと思われる。   

ソウル薬岨聖堂内の薬明学校は，『大韓毎日申報』の1907年4月12日付と同  

年11月2日付の2度にわたって学長募集広告を出し，いずれも科目内容を明示  

しているが．両者間にはかなりの差異が見られる。すなわち，前者は漢文・地  

誌・歴史・日語・英語・算術・体操，後者は漢文・日詰・算術・内外地誌歴史  

・物理・生理・経済・法律であり，開校当時あった英語が7ケ月後にはなくな  

っている点が注目されるところである。   

ソウル鐘路大済旅館内に開設された専門講習所も，上述の英明学校と同じ  

く，日・英両語から日語のみへの変化が認められる。『大韓毎日申報』1909年  

2月12日付の広告でほ英語・日語・渋け量の学員を募集しているのに対して，同   
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紙同年5月9日付の学員募集広告では，学科が日詰・算術に限られているので  

ある。当初から，英語は夜間 日語は昼夜問と，目語［トbの姿勢が窺われた  

が，ほどなく日詰のみに絞り，この姿勢を確固たるものにしたということがで  

きる。   
ソウル東部梨唄Ⅵ新興学校は，『大韓毎日申報』1909年4月16日付に英語・  

商業・日語料の夜学員募集広告を出している。新興学校ほ，付属夜学さ附こおい  

て英語・日語および商業を教えたのである。だが，同紙1910年5月6日付によ  

れは，この付属夜学部は純然たる外語夜学となっており．学科帯成ほ英語・徳  

語・日詰である。これほ，外国語としてドイツ語を開設した稀有な例である。  

参考までに，新興学校は1910年7月，英日語夏期講習所を閃いたことも付言し  

ておく。   
以下，日本語とその他の外国語を併せ教えた学校で『皇城新開』『大韓毎日  

申報』に散発的に登場する非キリスト教系の私学を列挙しよう。（各項の末尾  

tも 当該学校における外国語の種頒を示し，その順序は新聞の記述順である。）  

ソウル東署統内 道東学校（皇1899．5．26）英・日  

順川郡 時務学校（皇1904．12．14）日・英  

ソウル 温粋義塾（大1905．1．13） 日・英  
ソウル 宕怠法会夜学校（皇1905．5．26）英・日  

成川郡 朴相朝の私設学校（仮）（大1905．8．22）日・英  

淀川郡 具管絃らの私立学校（仮）（大1906．3．13）法・英t撰・日  

ソウル酉署薬順 光興義塾（大1906．3．25）英・日  

ソウル・黄土呪 進明夜学校（皇1906．3．28）日・英  

林川郡 天実学校（大1906．4．17）目・英  

江華府 中成学校（皇1906．4．17）英・日  

奉安郡 華陽義塾（大1906．4．19）英・日  

礪山郡 松村義塾（皇1906．4．30）英・日  

ソウル中署河横板井洞 前進学校（大1906．5．20）英・日  

堤川郡 昌明学校（大1906．8．7）法・日  

ソウ／レ西署万里岨 均明義塾（大1906．9．30）英・日  

ソウル中署洞口 商業専門学校（大1906．11．20）日・英  

ソウル教化門前 敦明義塾（大1906．11．25）英・日  

ソウル教化門前 工数学校（大1907．3．3〕日・英   
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扶余 進明学校（皇1907．4．29）日・英  

南陽郡 明達義塾（大1907．5．15〕英・日  

伊川郡 光輿学校（皇1907．7，31）其・日  

義州 汚友夜学校（大1907．8．24）英・日  

ソウル東署豊子洞 東交義塾〔大1907．9．15）洪・日  

ソウル散文義塾内 観英夜学舎（皇1907．10．1）日・英  

ソウル西署長興洞 長興義塾（大1907．11．27）日・英  

仁川 広学会夜学（皇1907．12．18）日・英  

ソウル東署豊子洞 大東義塾（大1908．5．21）携・目  

安州郡 協成安興学校（大1909．3．23）英・日  

ソウル 普異義塾（皇1909．6．23）日・英  

ソウル国民教育会館内 養源女学校 ■（大1909．7．3） 日・英  

ソウル 衷心女学校（皇1909．7．14）日・英  

鉄山 彰東学校（大1909．7．20）英・日  

ソウル西部南大門内 語学講習所（大1909．8．24．）日・英  

ソウル畿湖学会内 隆進商業講習所（皇1910．2．19）日・英  

ソウル 長通学校（大1910．3．25）英・日  

扮川郡 広遠学校（大1910，4．釦 英・日  

ソウル義正義塾内 日英語講習所（皇1910．4．19）日・英  

ソウル畿湖学校内 東昌夜学校（皇1910．5．28）英・日  

103 j   

次に，キリスト教系私学についてみておきたい。孫仁鉄のいう代表的なキリ  

スト教系私立学校（いわゆるミッション・スクール）は＜蓑2＞のとおりであ  

る。これらの学校はほとんど例外なく，外国語として英語を重視したが，中に  

は，英語とともに日本語を教えたものもあった。培材学堂・傲斯学校・崇実学  

校・培花学堂（培花女学校）・信聖学校・紀全女学校がそれである。   

培材学堂は，1886年6月の本格授業開始以来，世界史・漢文・教理問答など  

一部の科目を除きすべて英語で教授した。1903年，教授用語は朝鮮語となり，  

英語は特別扱い（一般教科目から除き，英語教授を受ける着からは授業料を別  

途徴収）とされたが，1907年10月には旧に復した。10月1日付『皇城新聞』に  

総教師房巨（D．A．B11nker）の名で「本校は預備科一年，中学料三年，大学科  

四年と定め，純英文を以て教授する」云々という培材学堂関学広告が出てい  

る。ところが，この後間もなく培材学堂は，日本語も教えるようになった。   
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＜表2＞ キリスト教系私立学校  
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校  名  教   派  

出所：孫 仁鉄 前掲書 pp．194～196  

『培材八十年史』所収の1908年3月現在の毎週教授時数真に日語が含まれてお  

り，同年4月3日付の『大帝毎日申報』では，英語・目語・算術の3専門科か  

ら成る速成夜学の設立を広告しているのである。   

倣斯学校が英語と日語を数えたことが確認されるのは，『皇城新聞』『大韓  

毎日申報』のいずれも1907年10月12日付広告によってである。これによれば，  

中学科各学年の教科日中に「英日語随意」とあり，生徒は，いずれかを選択し  

たものと思われる。ちなみに．口語担当教師ほ東京高等師範学校出身の罷光玉  
で，衡も 新民会の主要メンバーでもあった。   

崇実学校は，創立以来の英語教育に加え，日韓併合の直前になって日本語も  

教えるようになったようである。『崇田大学校80年史』所収の中学教科課程表  

（1909～1910）によれば，中学2・3・4年に日本語が毎週3時間ずつ配当さ  

れている。民族主体性の観点からか1学年で朝鮮語文法を修めた後，2学年か  

ら日本語を学ぶという構造になっている点に注目すべきであろう。   

培花学堂は，1906年9月，普通学校令および同令施行規則に基づいて4年制  

の普通科を設置した。ということは，培花学堂が，当時韓国学部と統監府が推  

進していたいわゆる「模範教育」の枠内に入ったことを意味し，当然の成り行  

きとしてこの時から日語が，それも必修科目として採用された。ただし，「培  

花学堂普通科は，学部令施行規則の教科目以外に聖経を教え，また第2学年か 一・  

ら英語を必修科目のひとつとした。」そもそも日語を課した私立学校の多くほ  

青年対象で少年・少女を対象としたものは珍しく，ミッション・スクールの場  

合は殊にそうであるが，培花学堂ほ，聖経ほ勿論，普通科第2学年から英語を  

必修科目とすることによってミッショソ・スクールの独自性を保とうとしたこ  

とが嚢われる。1908年4月，培花学堂は，高等女学校令に基づく高等科を開設  

したが，この高等科においても聖経・日語・英語ほ必修科目であった。   

信聖学校は，1906年7乱 「模範教育」の開始とはぼ時を同じくして開校し   
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ただけに，「政府の強要により日語を教科目に入れて教えていたが，その当時  

ほ，授業時間が少なかったばかりでなく，学生間の排日熱のために進歩をみる  
（24）  

ことができなかった」という。しかし 当初の3年制から4年制となった1910  

年の学科課程および毎週授業時間真によると，日語が各学年とも6時間，英語  

（科目名は外国語）が第1学年2時間，第2～4学年3時間となっており，こ  

の時点では，他教科に比して日語の授業時間が少なかったとほ決していえな  

い。信聖学校は，高等学校令（従前の中学校官制）に則って日語教育を拡充し  

たのである。   

紀全女学校ほ，1902年Fこ小規模ながら教育事業を開始していたが，暫くの間  

正式校名はなかった。正式に薪己全学校を名乗ったのは1908年のことで，それ  

ほ，同年1月に他界した初代校長MissJlユnkinに因んだ命名であった。そし  

てこの年，紀全学校は英語と日語の教育に着手している。これに閲して『紀全  

70年史』は，「英語や日語は1908年Pこ学び始め，日語は金ヨこ／シク牧師が担当  
－、Jl  

した」と簡単に触れているだけであり，これ以上のことほ知る由がない。   

＜蓑2＞以外のミッショこ／・スクールで英語および日本語を教えたものとし  

て監理沢の協成神学校がある。この学校は，1910年1月，教育体制を整備して  

臨成神学校となったが，この時，「最初の教授としては宣教師5人と躍煩憲と  
し十  

梁柱三，そして日語教授として増田責伊智が招請された」という。英語tま，  

1905年6月の神学豊開設以来教えられており，1910年に至って新たに日語が加  

えられたのである。   

いわゆるミッシ◆ヨン・スクールとまではいかないもののやはりキリスト教系  
の学校として青年学院・養実学院が日本語と英語を教えたことほ先に述べた  
が，このほかこれと同額の学校は次のとおりである。   

皇城基督教育年会（ソウルYMCA）は，1903年10月に創立され，「開化し  

た知識層が会員であったので，学館を設置し中学部を置いて英語・独逸語・中  

国語・エスペラント語などの外国語教育を実施したが，初期には英語と聖経を  
■■・、  

教え」たという。⊥九1905年5月6針倖の『皇城新開』にほ，皇城基督教育  

年会の尋常日語課開設広告がある。また，1907年10月，同会がソウル鐘路（現  

在地）に会館を新築する際には，韓国皇室や米国政府と並んで伊藤博文と日賀  

田種太郎も大金を寄付している。これらのことから，皇城基督教育年会は，  

1905年5月に至って日本語教育を開始し，その後もこれを拡充したであろうこ  

とが推測される。   

木浦港の永聾学校については，『皇城新聞』1907年5月8日付に，同校は   
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「該港耶蘇数人たちが義務として設立Lたもので，生徒が六十会名に達し・・・…  

夜学英語科に南官琳，目語科に曹乗南の両氏が，月謝金を取らず毎夜誠実に教  

委要する」という雑報記事がある。   

ソウル西部西学塀の聖公開進夜学校は，1909年7月25日付『大韓毎日申報』  

に日語科・英語科の新設に伴う学員募集広告を出している。これによれば，教  
科冒ほ，日詰料が聖経一日語■算術，英語科が聖経・英語・算術であり，聖公  

開進夜学校がキリスト教系であったことは明白である。   

＝．日本語教育の背景   

1．韓国の開化・自強および国権国復運動  

韓国最初の近代学校であったとされる元山学舎の設立動機ほ次のとおりであ  

る。  

徳源邑民は元山開港場における日本商人の浸透を直接体験し，これに対する  

対応策を練らねばならないことを痛感していた。そこで彼らは徳源府の郷中父  

老の有志と元山社の百姓および改革派官僚と協力して，近代学校と商業会議  

所，卜税所を設置し日本人の挑戦に対応しようとしたのである。   

これらのうち近代学校の設立は新しい世代に新知識を教授し，日本の挑戦に  
（Z8）  

根本的iこ対応するものとして，当時徳源邑民の最も重要な事業であった。  

元山学舎の教科目ほ経義・兵書・算数・格致（物理）・各僚機器・農業・養  
蚕・塀採などで，日本語ほいわば付け足りにすぎなかったが，「日本の挑戦に  

根本的に対応するものとして」設立された元山学舎の教科目であった点が注目  

される。このような日本語教育の性格は，韓国近代を通じ庶流としては一貫し  

ていたとみられる。   

しかし，191iと紀夫までは，開化派の間に日本への対抗意識がそれほど明確で  

あったわけではない。独立協会が，1896年9月8日付の『独立新聞』におい  

て，日本人経営の目語学校京城学堂の教育活動を紹介して朝鮮青年に同学堂へ  

の就学を勧めたこと，独立協会会員でもあった外部大臣李完用が，「日本が朝  

鮮人民のために資金と教師を送り，朝鮮学徒を教えるのは，朝鮮人民にとって  
しご■：  

感謝すべきことである」と発言したことなどがその例である。また独立協会の   
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会員tも 光興学校など日本語を教えた私立学校の開設に関与してもいる。要す  

るに当時の開化派人士は，日本の教育進出や日本語の浸透に対する警戒よ り  

も，開化にとっての日本語の実利的価値に重きを匿いたのである。   

20世紀に入っても，暫くはこの蝮向が続く。前述したように，義正義塾（19  

05年2月創立）が，日本の教育制度を視察して感銘を受けた厳柱益によって設  

立されたこと，初期の普成専門学校（1905年4月創立）iこおいて，教授陣や教  

科書の関係上日本語が必要とされたことがその証明となろう。さらに，普成中  

学校長を務めた朴重華は，1909年刊の著書『精選日語大海』の序文で，西洋の  

学問を研究するためには，これを模倣した日本の学問を習得せねばならず，し  

たがって，日本語を理解しなければその精髄を得ることができない，という諭  

旨を展開している。この朴重撃発言から窺われるように，韓国の開化・l：j強の  

手段としての日本語の効用は，日韓併合の直前に至っても依然として認識され  

ていたのである。   

だが，日露戦争中の日韓議定書と第一次日韓協軋 そしてその後の保護条約  

（第二次日韓協約）ほ，日本語教育の意味合いの変化な余儀なくしていた。い  

うまでもなく日本が，それまでの開化の先達から政治的支配者へと変質したか  

らである。これに対応して，既存およぴこれ以降に新設された多くの私立学校  

ほ，教育による民族の覚醒と実力培養を唱え，国権回復を究極の目的とする抗  

日救国運動の担い手となっていった。   

ところで，保護政治開始直後の学制改革により1906年9月から官公立各級学  

校に日語が必修科目として課されるようになったが，韓国民は，これに強硬に  

反対した。批判が集中したのは普通学校における日詰教育で，「幼少ノ時ヨリ日  
、∴  

語ヲ学ハシムレハ韓民ノ国民性ヲ失ヒ日本ノ国民性ヲ習得スルノ庚アリ」とい  
うのがその最大の論拠であった。しかし，これまで綾々述べてきたように，こ  

れと並行して私立学校においては日本語が盛んに教えられていた。それは，多  

くの私立学校が中等レベル，もしくほ，初等レベルではあれ普通学校生よりも  

年長の者を対象とする学校だったからである。年少者への日本語教育反対と，  

やや年長の老に対する日本語教育実施は，決して矛盾しない。   

教育救国運動の旗頭のひとりであった安昌浩（鳥山）が，大成学校を設立す  

るに先立って統監伊藤博文と会見し，新民会と青年学友会を組織するに至った  

経緯は次のとおりであったという。  

当時伊藤博文は，韓国民間志士に接近して彼らを味方妄こ付けようと画策中で   
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あった。ここにおいて李甲・悍錫夏の勧誘もあったが，敵に勝つためには敵を  

知っておく必要があると考え，その人物と政見を知るため畠山・伊藤会見を待  

ったのである。こうして鳥山は，伊藤との面会によって一層，目下の政治運動  

が無意味・無効果であることを悟り，米国滞在時から計画してきたとおり新民  
＼て  

会と青年学友会を組織した。  

勿論これは後人の記述であり，「敵に勝つためにらま敵を知っておく必要があ  

る」というのほ安昌浩の直接発言ではないが，彼の心境を代弁しているとみる  

ことができ，また「赦」は，伊藤個人にとどまらず日本全体へと拡大解釈が可  

能である。安昌浩は，政治運動が，圧倒的な日本勢力の前に効果的たりえない  

ことを悟り，「排日」ならぬ「先日」のた捌ここそ民族教育が必要だと考えた  

のである。大成学校・普昌学校など新民会系の学校，さらにはその他多くの私  

立学校における日本語教育も，この延長線上に位置付けることができる。   

2．日本側の悠憑・圧力  

私立学校の日本語教育を促したもう一方の要因として日本側の態憩や圧力が  
あったことほ勿論である。1906年9月からの新学制施行に備えて普通学校数科  

吾の編纂および教育課程の制定に尽力した三土忠造ほ，日本語教育の意義を次  

のように述べている。  

今日の如く日額両国の交通往来が頻繁になり，両国人が互に提携して公私事  

業に従事する時代には韓国人として日詰を解すると否とは生存競争上に掛こ利  
害関係有り。即ち日語を解する者は官吏としても枢要にして有力なる地位に陛  

るを得べく，商業を営むも亦利害を嘉し易く，官界及民間諸会社即官民間に敢  

業を得るに至大の便益有り。今や日本人の韓国に来往する者愈多きを以て日本  

人と人事関係が益々密接となる。此の時に当りて，韓国人として日詰を知らず  

して通訳iこ依り日本人と交際其他農工商の交渉を為すとせば或は互をこ意思を十  

分に疏通し得ずして事毎に低増し，或は言語不通に困り不測なる詐術に陥り畢  
（32）  

尭韓国人の損失不利益なるは将来一層甚大なるべきは柄然明白なり。  

ここにあるように「韓国人として日語を解すると否とは生存競争上に夏酎こ利  
害関係有り」というのが，日語を官公立普通学校の第1学年から必修科目とし   
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て課し，これに準じて私立学校にも日本語教育を奨励した日本側の論理であっ  

た。確かに外国語の知識は，就職ひいては立身出世に有利であり，初期の私立  

学校における日本語教育にも多分にその慣向があった。そして，1906年2月の  

統監府開庁以後は日本側が，「日語を解する者は官吏としても枢要にして有力  

なる地主に躍るを得べく，商業を営むも亦利害を屈し易く，官界及民間講会社  

即官民間に職業を得るに至大の便益有り」という状況を決定的にしたのであ  

る。   

これを受けて各学校の入学試験に日本語が課されることが多くなると，進学  

のための日本語教育という新たな要請が生まれることになる。その一例として  

1908年6月17日付の『大韓毎日申報』は，ソウルの私立教化義塾の設立目的  

が，「田舎から初めて出て来て，学校の試験に日語と算術があるため入学でき  

ない様相を痛歎し，特別夜学校を設けて日語と算術を教授」するところにあっ  

たことを報じている。   

統監府が．私立学校の日本語教育を積極的に促進するた捌ことった具体的措  

置ほ，いわゆる補助指定学校制度である。この制度は，1908年9月公布の私立  

学校補助規掛こ基づいて，「学部ガ任命スル日本人教員一名韓人教員一名ヲ派  
し11、  

遣シ此等ノ教員俸給ハ全部国庫二於テ支給スルヲ以テ補助ノ限度トナ」すもの  

で，1910年3月までに31校（ただし，うち8校は乙種公立普通学校），同年8  

月の日韓併合までにさらに10校が指定されている。これら補助指定学校は，公  

立普通学校と同一の教育を施すことを建前とし，したがって日語が必修科目と  

されたのである。本稿で触れてきた私立学校の中でlま唯一，平安両道永柔郡の  

李花学校が，1909年5月に指定校となっている。   

統監府あるいはその意を受けた韓国学部の圧力によって普成専門学校・普成  

中学校・信聖学校が日語を教科目とするようになったことは前述したとおりで  

ある。このように資料的に裏付けられる例は多くはないが，日本側が，その他  

の私立学校に対しても日本語を教えるよう陰に陽に圧力をかけたであろうこと  

は想像に難くない。   

おわりに  

本稿の要点として改めて強調したいのは次のような点である。   

第一に，日本語を教えた旧韓末私立学校（韓国人自身が設立したいわゆる民  

族私学およびキリスト教系私学）は，従来いわれてきたのより遠かに多い。そ   
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の数は，筆書の調査によれば400校を上回り，その他，本稿第→章第2節り末  

尾に列挙したような，日本語を教えたであろう学校や．その実は日本語であっ  

た可能性が大きいが新聞紙上では単に「語学」あるいは「外国語」を課したと  

されているものがあることを勘案すると，実際には通算500校内外ではなかっ  

たかと推測される。これは，5，000とも6，000ともいわれた私立学校の総数か  

らすれば多いとはいえないが，決して侮れない量である。   

しかも日本語教育の量は，時期的に減少することはなく，反日的な教育救国  

運動の中にあっても着実に増加していった。民族私学やキリスト教系私学の代  

表とされる学校にも日本語を教えたものが少なくなかったことは注目すべき事  

実である。個々の学校についてみると，開校以来一貫して日本語教育体制を持  

続したものが大部分であるが．中には，開校当初は教科目としていなかった日  

本語をその後新たに加えたり，複数の外国語のうち英語を廃止することiこよっ  

て日本語の比重を増すといった憤向が認められる。前者の実例として同徳女子  

義塾・興化学校・時務学校（中橋義塾の前身）・青年学院（在ソウル）・中東学  

校・培材学堂・傲薪学校・崇実学校・培花学堂・簸成神学校・皇城基督教育年  

会などがあり，後者の例としては西友学校・中橋義塾■中東学校・光興学校・  

広化新塾・英明学校・大済旅館内専門講習所がある。   

私立学校における日本語教育の背景には，開化・自強さらには国権回復を求  

める韓国側の主体的動き，これに対するに日本側の憑憑・圧力など複合的な要  

因があった。時期的にみれば．保護条約以前は韓国側の開化・自強と日本側の  

悪漕が専らであり，これらの要因はその後も存続したが，保護条約を葵依とL  

て国権回復運動と日本の圧力に比重が移る。留意すべきは，官公立普通学校へ  

の日本語強制に反対すると同時をこ，国権回復を目指す教育救国運動の一環とし  

て日本語教育が推進された事実である。これを日本人が矛盾ととらえていたこ  

とは緒言で触れたとおりであるが，当時の私立学校が日本語を教えたことは，  

決して矛盾ではなかった。それは，多くの私立学校の教育対象が普通学校生よ  

りも年長であり，彼らが，民族意識を堅持しつつ日本語を学ぶことは，実力培  

養の一方途たりえたからである。この意味で教育救国運動は，反日ではあれ必  

ずしも排日ではなかったということができる。  
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